[bookmark: _GoBack]安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）
ネーミングライツパートナー募集要項

この要項は、安芸高田市ネーミングライツ事業実施要綱に基づき、安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）に対するネーミングライツパートナーを募集するにあたり、必要な事項を定めるものです。

1. 目的
安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）へのネーミングライツ導入を通じて、施設を運営維持管理するための新たな財源を確保するとともに、市民のスポーツ及びレクリエーションの振興を図り、健康で文化的な生活の向上を図ることを目的とします。これにより、施設の維持管理やサービス向上に貢献し、市民サービスの充実と地域の活性化を目指します。

2. 募集概要
(1) 施設名：安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）
(2) 契約期間：2025年10月1日から2030年9月30日（5年間）
(3) 命名権料希望額：年額100万円以上（消費税及び地方消費税を含む）

3. 募集対象施設の概要
(1) 概要　
① 施設名称：安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）
② 所在地：広島県安芸高田市吉田町吉田761
③ 施設概要：大ホール　498㎡（客席フロア部分）、７３５名収容
小ホール　273㎡、200名収容
④ 施設設置の趣旨：旧高田郡6町が合併し安芸高田市が誕生したことで市民から要望のあった安芸高
田市総合文化保健福祉施設を建設しました。この施設が市民に親しまれ活発に利
用される施設になるために、愛称募集を行い「クリスタルアージョ」と決定し今に
至っています。名前にあるアージョ「agio」はイタリア語で、「やすらぎ」「くつろぎ」
「ゆったり」といった意味があり、市民の集う憩いの場、くつろぎ・やすらぎの空間と
して利用されています。
⑤ 開館時間／利用時間：火曜〜土曜：午前9時〜午後10時00分
			         日曜：午前9時〜午後10時00分
⑥ 休館日：祝日と月曜日(月曜日が祝日の場合は翌日)と年末年始(12月29日から1月3日)
⑦ 主要設備：大ホール（文化ホール）　ステージ、音響等管理セット一式、ロールバックチェア
小ホール　音響セット一式、長机・いす一式、ホワイトボード

⑧ 年間利用者数（実績）：2024年度実績より
大ホール　利用件数145件、利用人数　15,487人
小ホール　利用件数243件、利用人数　 8,718人

(2) 施設管理者
 安芸高田市教育委員会　生涯学習課

4. ネーミングライツの概要
(1) 募集の目的：新たな自主財源を確保するため
(2) 命名権の範囲：
① 安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）に加えて使用する愛称を付与する権利
② 安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）の広報活動、案内表示、印刷物等に愛称を使用する権利
③ 愛称の中には、「クリスタルアージョ」「大ホール・小ホール」の文字を入れること。
④ ネーミングライツとは、あくまで愛称を命名する権利であり、施設の利用予約や優先利用を保証するものではありません。

5. 応募要件
応募者は、安芸高田市ネーミングライツ事業実施要綱第4条に定める応募資格を満たす法人であって、加えて以下の要件を満たすこととします。
①安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）の特性やイメージに合致した愛称を提案できること。
②地域社会の活性化に貢献する意欲があること。
③安定した経営基盤を有し、契約期間を通じて命名権料の支払いが確実であること。

6. 命名権料
(1) 命名権料は、安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）の維持管理および運営に活用します。
(2) 命名権料の残額が発生した場合には、市が保有するその他の公共施設への維持管理および運営に活用します。

7. 募集スケジュール
ネーミングライツパートナー募集は次の通りに進めます。
 ①募集期間： 2025年7月1日（火）から2025年7月31日（木）まで
 ②募集スケジュール（予定）
A　募集
募集期間　　　	：7月1日（火）から7月31日（木）17:00まで
質問事項の受付	：7月1日（火）から7月18日（金）17:00まで
B　応募申請書の提出	：7月1日（火）から7月31日（木）17:00まで
C　審査　　　　　　 	：8月1日（金）から8月21日（木）の間
D　審査結果の通知 	：8月25日（月）

8. 申込み手続き等
A　募集
(1) 質問事項の受付
質問事項がある場合には、7(1)②スケジュール内の期間内で受付を行います。
その質問への応答は、市ホームページにて開示します。
【問い合わせ先】
〒731-0501　安芸高田市吉田町吉田761
安芸高田市教育委員会事務局　生涯学習課　 連絡先 0826-42-0054
対応時間：9:00から17:00まで（土日・祝祭日は除く）

(2) 申込みに当たっての留意事項等
応募者が次に掲げる場合に該当したときは、その者を審査の対象から外し又は事業者の選定若しくは決定を取り消す場合があります。
ア 審査委員会の委員又は審査に従事する市職員若しくはその関係者に対し、本募集について不正に接触する行為その他の公正な手続を妨げる行為の事実が判明した場合
イ 応募申請書等に虚偽の記載があった場合
ウ その他選定の手続において不正な行為があったと安芸高田市が認めた場合
エ 応募資格要件を満たしていないことが判明した場合
オ 応募者による業務遂行が困難であると判断される事実が判明した場合
カ 著しく社会的信用を損なう行為等により、応募者が事業者として業務を行うことについて、ふさわしくないと安芸高田市が認めた場合
キ 本募集要項以外での要望、相談を行い安芸高田市の業務を著しく阻害していると安芸高田市が認めた場合

(3) 提出書類の作成及び提出に係る費用は、応募者の負担とします。また、やむを得ない理由により、この応募が中止された場合においても、応募に際し要した費用を安芸高田市に請求することはできません。
(4) 郵便・電子メール等の通信事故については、安芸高田市はいかなる責任も負いません。

B　応募申請書の提出
(1) 応募方法：所定の応募申請書に必要事項を記入の上、関係書類を添えて[提出方法：例：電子メール、郵送もしくは持参]にて提出してください。
電子メールの場合：shohgaigakushu@city.akitakata.jp
郵送、持参の場合：上記、問い合わせ先へお願いします。（7月31日（木）必着）
(2) 提出書類：応募者は、下記書類を提出してください。
① 応募申請書（様式1）
② 応募資格に係る誓約書（様式2）
③ 地域社会貢献活動の実施状況（様式3）
④ 応募者の概要を記載した書類
⑤ 登記事項証明書
⑥ 直近1事業年度分の決算報告書(貸借対照表、損益計算書等)及び事業報告書
⑦ 直近の市税等の納税証明書（市内に拠点がない場合は、本社所在地の市区町村が発行する証明書）
補足：
⑤～⑦はコピーでもかまいません。ただし、後日、原本を確認させていただくことがあります。

C　審査
安芸高田市ネーミングライツ審査委員会において、提出された書類に基づき審査し、優先候補者を決定します。

（審査の評価）
審査委員会の各委員は、提出された書類等及び面談の内容について、下記「評価基準」により得点化し、各委員の合計得点の最高得点となる応募者を優先候補者として選定します。

【評価基準】
	審査項目
	審査内容
	配点

	命名権料
	命名権料の妥当性
	30点

	愛称
	親しみやすさ、呼びやすさ、施設のイメージや目的との整合性
	40点

	経営状況等
	決算報告書等による経営状況、安定性
	10点

	地域貢献等
	地域貢献等の理念、活動実績、今後の活動等
	20点

	合計
	
	100点


(1)最高得点となる応募者が２者以上ある場合、審査委員の投票により優先候補者を選定します。
(2)応募者が１者の場合であっても審査は実施します。ただし、評価が一定水準に達しない場合は
選定しません。
(3)評価点が70点未満の場合は、失格とします。

D　審査結果の通知
審査後、結果を通知します。また、契約締結後に安芸高田市ホームページ等で公表します。

Eその他
(1) 応募申請書提出後の修正及び加除は一切認められませんので、本実施要項及び質疑に対する回答などを十分確認の上、提出してください。
(2) 応募書類に虚偽の記載があった場合は、判明した時点で失格となります。
(3) 提出された書類は、返却しません。
(4) 提出された書類はこの審査に係る目的以外には使用しません。ただし、情報公開請求があった場合には、安芸高田市情報公開条例に基づき、応募者の承諾を得ずに第三者に開示する場合があります。


9. 契約条件（主なもの）
(1) 原則、優先候補者と協議し、速やかに契約を締結します。
(2) 命名権料の初年度の支払いは、契約締結後概ね1カ月以内に一括で納付してください。以降は毎年4月30日までに該当年度分を一括で納入していただきます。
(3) 契約期間中は、安芸高田市民文化センター（大ホール・小ホール）の愛称として使用します。
(4) ネーミングライツパートナーが安芸高田市ネーミングライツ事業実施要綱第15条に該当する行為を行った場合、安芸高田市は契約を解除できるものとします。
(5) 施設の修繕や大規模改修、または災害等の場合に伴い一時的に閉鎖する場合でも、命名権料の返還はしないものとします。

10. その他
（1）愛称の周知
　　　決定した愛称については、速やかに市民や利用団体等に周知、PRを図るものとしますが、印刷物の作成等の関係で、契約期間当初から愛称が完全に反映されない場合があります。また、愛称が定着するまで、正式名称を併記する場合があります。
　　　なお、周知にあたっては、愛称についての知的財産権をネーミングライツパートナーが取得した場合においても、市はこれを無償で使用することとします。
（2）愛称の変更禁止
　　　利用者の混乱を避けるため、契約期間内の愛称の変更は、原則として認められません。
（3）費用負担の考え方
　　　使途ネーミングライツパートナーの費用負担は、次の表のとおりです。なお、詳細については、双方協議の上、契約書等に定めるものとします。
	区分
	市
	ネーミングライツパートナー

	敷地内外の看板等の表示変更等に要する費用
	
	○

	契約期間終了後又は契約の解除による看板表示等の現状回復に要する費用
	
	○

	パンフレット、封筒等の印刷物やHP等の表示変更に要する費用
	○
	




